
平
成
三
十
年
三
月
八
日
提
出

質
問
第
一
三
三
号

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
を
め
ぐ
る
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
を
め
ぐ
る
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
四
十
一
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
示
さ
れ
た
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
要
綱
（
諮
問
時
か
ら
の
変
更
点
を
反
映
さ
せ
た
も
の
）
」
に
お
い
て
、
「
特
定
高
度
専
門
業
務
・
成
果
型
労

働
制
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
、
安
倍
総
理
は
平
成
三
十
年
三
月
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
「
千
七
十

五
万
円
以
上
の
方
と
い
う
こ
と
で
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
交
渉
力
の
高
い
方
々
で
あ
り
、
そ

う
い
う
方
々
で
あ
り
ま
す
か
ら
基
本
的
に
は
交
渉
能
力
の
高
い
方
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
年
収
が
千
七
十

五
万
円
以
上
の
方
が
、
な
ぜ
交
渉
能
力
が
高
い
と
断
定
で
き
る
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
提
示
し

た
上
で
、
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
に
お
け
る
議
論
の
状
況
と
と
も
に
示
し
て
下
さ
い
。

二

平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日
付
の
「
今
後
の
労
働
時
間
法
制
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
金
融
商
品
の
開
発
業
務
、
金
融
商
品
の
デ
ィ
ー
リ
ン
グ

業
務
、
ア
ナ
リ
ス
ト
の
業
務
（
企
業
・
市
場
等
の
高
度
な
分
析
業
務
）
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
（
事
業
・
業
務
の
企
画

一



運
営
に
関
す
る
高
度
な
考
案
又
は
助
言
の
業
務
）
、
研
究
開
発
業
務
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
実
際
の
労
働
時

間
、
年
収
、
役
職
、
現
在
の
労
働
時
間
管
理
の
状
況
、
使
用
者
と
の
労
働
条
件
に
関
す
る
交
渉
力
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

当
然
、
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
に
お
い
て
、
詳
細
か
つ
客
観
的
な
調
査
及
び
検
討
、
議
論
が
行
わ
れ
た
と
考
え

ま
す
が
、
議
論
等
に
ど
の
よ
う
な
資
料
を
用
い
た
か
に
つ
い
て
示
し
て
下
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

二


